
令和６年度 愛媛県ボランティア組織連絡会・交流研修会 

「高校生の実践から学ぶ！これからのボランティア・ 

市民活動の在り方と次世代とのマッチング」 
開 催 要 項 

 

１ 目  的   地域共生社会の実現に向けて、多様な主体が地域での取り組みを行っています。 

一方で、少子高齢化・過疎化・新型コロナウイルス感染症によるパンデミック等を

社会的背景として、地域における人と人とのつながりが希薄化しています。 

そこで、ボランティア活動の目的と地域での役割を再確認するとともに、地域の特

色に合わせた取り組みや、関係機関・団体・地域住民等とのつながり方、組織のこれ

からについて考え、活動の質の向上を図るとともに、関係者間の交流を深めることで、

活動の意義を学ぶことを目的に本事業を開催します。 

 

２ 主  催  愛媛県社会福祉協議会 

（愛媛県ボランティア・市民活動センター 中間支援プロジェクト委員会） 

 

３ 日  時  令和７年２月４日（火）１３：３０～１６：２０ 

 

４ 開催方法  ハイブリッド開催（会場及びオンライン） 

 

５ 会  場  ＳＡＩＪＯ ＢＡＳＥ ３階「研修室」（西条市明屋敷１３１−２） 

 

６ 対  象  市町ボランティア（連絡）協議会役員・事務局、市町社協ボランティアセンター担当

者・ボランティアコーディネーター、学生、興味のある方 等 

 

７ 定  員  会場参加：３０名 

オンライン（実践報告のみ）参加：３０アカウント 

※定員超過の場合は、調整をお願いする場合があります。 

 

８ 参 加 費  無 料 

 

９ 内  容  別紙①「プログラム」のとおり 

 

10 申込方法  Ｇｏｏｇｌｅフォーム（https://x.gd/MPzVp）からお申し込みください。 

        ※１名ごとにご入力ください。 

 

11 申込期限  令和７年１月２９日（水）まで 

 

 

 



12 連絡事項  （１）要項等のデータは、愛媛県社会福祉協議会ホームページからダウンロードでき

ます。（ＵＲＬ https://www.ehime-shakyo.or.jp） 

           ◆「トップページ」→「ボランティア・ＮＰＯ」→「愛媛県ボランティア・    

市民活動センター」をクリック 

（２）Ｚｏｏｍミーティングの参加にかかるＵＲＬ・ＩＤ・パスワード及び当日資料 

(ＰＤＦ)は、ご入力いただいたメールアドレスあてに、開催日の前日までに送

付します。 

（３）参加申込書で取得した個人情報については、その取扱いに十分注意し、本事業

の参加者管理及び資料への掲載以外の目的では使用しません。 

（４）会場の駐車場については数に限りがありますので、可能な限り公共交通機関等 

をご利用の上、ご来場ください。満車の場合は、各自で周辺の有料駐車場を利 

用してください。 

 

13 問合せ先  愛媛県ボランティア・市民活動センター（担当：松本・葛本） 

        愛媛県社会福祉協議会 地域福祉部 地域福祉課 

〒790-8553 松山市持田町三丁目８番１５号 

       ＴＥＬ ０８９－９２１－８９１２ ＦＡＸ ０８９－９９３－７７３８ 

        Ｅメール vsc@ehime-shakyo.or.jp ＵＲＬ https://www.ehime-shakyo.or.jp 

  



別紙① 

 

令和６年度 愛媛県ボランティア組織連絡会・交流研修会 

「高校生の実践から学ぶ！これからのボランティア・ 

市民活動の在り方と次世代とのマッチング」 
プ ロ グ ラ ム 

時 間 分 内 容 

13：00～13：30 30 受 付 

13：30～13：35 5 

開 会・オリエンテーション 

【挨拶】 

愛媛県ボランティア・市民活動センター 中間支援プロジェクト委員会 

13：35～14：05 30 

【実践報告①】 

「地域に根ざし、地域と連携した農業教育について」（仮題） 

・つなぐ棚田遺産 千町棚田を守れプロジェクト 

・高校生レストラン 

・多世代交流と学びの循環、地域課題解決に向けて“みんなで”実践 

■愛媛県立西条農業高等学校 教諭 成高 久豊 氏 

■愛媛県立西条農業高等学校 代表生徒 

14：05～14：35 30 

【実践報告②】 

「高校生が主体的に取り組む、防災教育と学びの広がりについて～学生視点からの

共有～」（仮題） 

・取り組み紹介（小・中学校等での出前授業、高校生発案防災ゲーム、えひ SDG甲 

子園、チーム Save Our Future等） 

・様々な活動をはじめたきっかけ 

・活動を通して学んだこと、大切にしていること、今後の展望等 

■愛媛県立松山工業高等学校 土木科 ３年生 細川 さくら 氏 

14：35～14：50 15 休 憩 

14：50～16：20 90 

【グループワーク】 

「実践報告を踏まえて、今後の取り組みについて考えてみよう」（仮題） 

・それぞれの立場からの学びや役割意識の共有等 

コーディネーター：愛媛大学 地域協働推進機構 客員教授 前田  眞 氏 

ファシリテーター：愛媛県ボランティア・市民活動センター 

中間支援プロジェクト委員会委員 

16：20 - 閉 会 

※上記の日程は、変更となる場合があります。 

 
 


